















System 0 and System 3




















































によって説明できることがわかると（Kahneman & Frederick, 2002），行動経済学者の
Kahnemanは自身の行動経済学理論を含んだ人間の認知‒意思決定過程をシステム１とシ








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　システム０ システム１ システム２ システム３
意識水準 I- VIII- XI-XII XIII
心の作用 身体 行動 思考 観察
システム間関係 基盤 中心 精査 超越
作動機会 常時 優先 意図的 非日常
心理的負荷 無 低い 高い 非常に高い
意識作用 無自覚 拙速な応答 遅効な思慮 判断停止
感情性 情動 感情 非感情 慈悲
時間性 現在 過去 過去・未来 現在
空間性 身体空間 身体化 客観空間 身体空間
存在論的状態 存在者 存在忘却 存在了解 存在実感
自律神経 バランス 交感神経優位 副交感神経優位→
指向 恒常性維持 拙速 遅効 気づき



























































































































































経免疫学効果が期待できる（Dacher, 1992 中野訳 1995）。システム３と身体との関係は，
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